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研究成果の概要（和文）： 本研究は、2009年度から推進している戦争遺跡に関する研究 、2012年度から推進し
ている戦争体験の「語り」の継承に関する研究 、2015年度から推進している継承的アーカイブを活用した「次
世代の平和教育」の展開に関する研究 の継続研究である。
　本研究では、各地で進められている戦争体験の「語り」の継承への取り組みを調査し、実際に伝承者による講
話を実施してその内容を分析するとともに、そうした継承的アーカイブを活用した「次世代の平和教育」のカリ
キュラムや教材、授業実践の調査・分析を実施し、その特色を明らかにする事で、新たな教材開発や授業実践構
築への基礎とする事を目的とした。

研究成果の概要（英文）：This study is in published studies on the development of peace education of 
the next generation using hierarchical archiving working from2015, continuing research studies on 
the inheritance of war has promoted research on war-related sites are promoted from the2009 fiscal 
year,2012 year telling.

研究分野： 社会科教育学

キーワード： 継承的アーカイブ　戦争体験「語り」の継承　戦争遺跡　国立市　館山市　松代大本営地下壕

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今日、戦争を系統的流れの中で位置付け、歴史学習として学ぶだけではなく、かつて肉親や地域の人々の語りが
物語っていた切実感、臨場感も含めた戦争に対する豊かな感性的認識が必要とされている。それは、平和や戦争
に対する観念的、一般的な知識の獲得に終始するのではなく、戦争のより具体的諸相に迫る教育が求められてい
るということである。そうした意味で、継承的アーカイブである戦争遺跡や戦争体験の「語り」は注目すべき題
材であり、教科教育や総合的な学習の時間、学校行事など多様な教育実践の中でより発展的に活用され得る教材
である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

(1)戦場・戦争体験者の減少 

親や祖父母などの身近な人たちからの「戦争」の語り伝え、すなわち「語り」による歴史

（オーラルヒストリー）の伝達は、地域や家庭のいわば市井における歴史教育として戦争学

習の重要な一翼を担ってきた。しかし、今日、戦後 70 年以上の歳月を経て、直接の戦争体

験をもつ世代が年ごとに減少していくにつれ、そうした身近な人たちからの「戦争」の語り

伝えは日々失われつつある。戦争の「語り部」の減少の中、今後の学校教育、とりわけ歴史

教育の果たす役割はますます重要である。「ヒト」から「モノ」へ、確実に戦争の記憶や記

録、痕跡が移行していく中、体験者の持つリアリティーに迫る理解・共感可能な学習をどの

ように展開していくのか、そのための教材をどのように開発していくのかは、これからの平

和教育の大切な課題である。 

(2)「モノ」の活用としての戦争遺跡 

  「ヒト」から「モノ」へ、確実に戦争の記憶や記録、痕跡が移行していく中、まず活用さ

れているのは地域に残る戦争遺跡である。例えば、全国的には、広島の原爆ドームや市町村

指定文化財の第一号となった沖縄県南風原町の第一外科壕群・第二外科壕群等が著名である。

これらは、行政から文化財として指定・登録されることによりアーカイブが確立されつつあ

るが、例えば秋田市の「被爆倉庫」（日本最後の空襲と呼ばれた土崎空襲の痕跡を残した建

物）の様に、その老朽化から取り壊されてしまったものもある。そうした中、1997（平成 9）

年には松代大本営の保存をすすめる会、文化財保存全国協議会、歴史教育者協議会などが中

心となり、「戦争遺跡保存全国ネットワーク」（村上有慶、十菱駿武両代表）が結成され、全

国の戦跡保存やその活用に関して、毎年シンポジウムが開催されている。 

 (3)「ヒト」の活用としての「語り」の継承 

  全国各地で展開されている戦争体験の「語り」の継承やアーカイブは、「語り」による証

言を何らかの媒体（文字、音声、映像等）でそのままアーカイブする場合とある特定の養成

プログラムを経る事で直接「ヒト」から「ヒト」へ継承する試みが行われている。2012（平

成 24）年度からの研究では、特に後者に注目し、基本的な継承プログラムの内容構成の調

査・分析、そしてその特色を明らかにしてきた。加えて、広島市「被爆体験伝承者」、長崎市

「家族証言者・交流証言者」については、実際に秋田にお呼びし、その「語り」を実演して

いただき、その内容構成や、聴講者の感想などを分析する事で、その特色や課題を明らかに

している。本研究でも、引き続きこうした「語り」の継承に対する調査・分析を進めたい。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、戦後 70 年以上の月日が流れ、戦場・戦争体験者の減少の中、各地で進められ

ている継承的アーカイブの試み、特に戦争遺跡や戦争体験の「語り」の継承に注目し、その学

校教育における活用について調査・分析し、その成果を踏まえて新たな教材を開発や具体的授

業実践のための基礎的分析を進める事を目的とする。筆者は、これまでの研究では主に広島、

長崎、沖縄の事例を取り上げ、研究を推進してきた。しかし、本研究ではそうした全国的に注

目されてきた地域を踏まえて、次に注目されるべき地域として長野県長野市松代や千葉県館山



市・南房総市、東京都国立市等を取り上げ、比較検討する。 

 

３．研究の方法 

(1)戦争遺跡を活用した教育実践の調査・分析 

  継承的アーカイブとしてまず戦争遺跡に注目し、学校教育における活用の実態をカリキュ

ラム（内容構成論）、教材、メソッド（方法論）等の視点から調査・分析する。具体的対象と

しては、まず、長野市松代の松代大本営跡、館山市「赤山地下壕」や南房総市の「大房岬要

塞群」（市指定文化財）を対象にする。松代大本営跡は、アジア・太平洋戦争末期、日本の政

府中枢機能移転のために長野県埴科郡松代町（現長野市松代地区）などの山中（象山、舞鶴

山、皆神山の 3 箇所）に掘られた地下坑道跡である。加えて、前述した様に「戦争遺跡保存

全国ネットワーク」結成の中核的役割を果たしたのが、松代大本営の保存をすすめる会であ

った。また、館山市「赤山地下壕」や南房総市の「大房岬要塞群」は、首都東京を守備する

ために設営されたもので、地域における戦争遺跡保存の先駆けであるとともに全国的にも注

目されている。ともに、現在は市民団体によるフィールドワークや学校教育における活用が

盛んな戦争遺跡である。ここでは、長野市松代や館山市、南房総市の各学校で、総合的学習

の時間や学校行事、教科教育等において、これらがどのように活用されているのか、その実

態を明らかにする。 

(2)戦争体験の「語り」の継承プログラムの調査・分析 

戦争体験者の減少の中、広島、長崎、沖縄などの地域では、全国に先駆ける継承的アーカ

イブを展開してきている。例えば、広島では 2012 年度から開始された広島市市民局による

「被爆体験伝承者」養成プロジェクト、長崎では 2014 年度から開始された長崎市被爆継承

課による「家族証言者・交流証言者」養成事業、沖縄では沖縄県平和祈念資料館による「ボ

ランティア養成事業」やひめゆり平和祈念資料館における「次世代プロジェクト」などであ

る。そして、特に東京都国立市では、広島の事例に触発されて 2015 年より「くにたち原爆

体験伝承者育成プロジェクト」に取り組んでいる。本研究では、こうした広島市「被爆体験

伝承者」や長崎市「家族証言者」「交流証言者」を実際に秋田大学にお呼びして講話をして

いただくとともに、その「語り」について量的分析・質的分析の視点から検討する。加えて、

広島、長崎、沖縄といった教科書でも取り上げられている地域ではない、地方や地域の取り

組みとして国立市の事例を取り上げ、広島や長崎の事例と同様に量的分析・質的分析の視点

から検討したい。 

 

４．研究成果 

(1)戦争遺跡を活用した教育実践の調査・分析 

まず、千葉県館山市・南房総市の戦争遺跡については、以下の項目により分析・検討した。 

 

１．行政としての館山市の取り組み 

(1)『平和・学習拠点形成によるまちづくりの推進に関する調査研究』（2003 年） 

(2)「地域まるごとオープンエアーミュージアム（フィールド博物館）・館山歴史公園都

市」構想 

(3)館山市行政の施策 



２．「NPO 法人安房文化遺産フォーラム」の取り組み 

(1)団体の概要と設立の経緯 

(2)主な事業 

(3)ガイドスタッフの養成 

３．館山の戦争遺跡の教育的活用 

(1)『歴史地理教育』における千葉県の平和教育実践 

(2)愛沢伸雄氏の教育実践「『かにた婦人の村』と従軍慰安婦」 

 

 

 

  

かにた婦人の村「噫従軍慰安婦」の碑     128 高地「戦闘指揮所」地下壕 

 

次に、長野県長野市松代にある松代大本営地下壕に注目し、その学校教育における活用を以

下の視点から検討した。 

 

１．「NPO 法人松代大本営平和祈念館」の取り組み 

２．松代大本営地下壕の教育的活用 

物件数 基地・指揮所 防空壕 掩体壕・格納庫 保管用倉庫 砲台 その他

館山海軍航空隊関係 15 2 2 2 1 4 4 館山地区に集積

洲ノ埼海軍航空隊関係 6 1 1 4 館山地区笠名に集積

館山海軍砲術学校関係 6 2 4 神戸地区に集積

第５９震洋隊関係 2 2 西岬地区に集積

横須賀防備隊関係 3 1 2

第２海軍航空廠館山補給工場関係 3 1 1 1

横須賀軍需部館山支庫関係 4 1 3

東京湾要塞関係 8 2 2 4

計 47 6 3 4 7 8 19

資料Ⅳ-1　所属関連・種類別にみた市内戦争遺跡の状況

種　　　　　別

・地方自治研究機構編『平和・学習拠点形成によるまちづくりの推進に関する調査研究―館山市における戦争遺跡保存活用方策に関する調査研究
―』（千葉県館山市企画部企画課、2003年）、35頁より作成。

区　　　分 備　　考



  

入口から入った壕の様子       象山地下壕内部で案内する久保田雅文氏 

 

(2)戦争体験の「語り」の継承プログラムの調査・分析 

次に、戦争体験の「語り」の継承について、特に広島市「被爆体験伝承者」と長崎市「家

族証言者」「交流証言者」に注目し、直接秋田大学にお呼びして講話の実施を試みた。具体

的には、一昨年度 2018（平成 30）年度の第 4 回目には広島市「被爆体験伝承者」の山岡美

知子氏（講話時 67 歳）と長崎市「家族証言者」の平田周氏（講話時 59 歳）、昨年度 2019（令

和 1）年度の第 5 回目には広島市「被爆体験伝承者」の石綿浩一氏（講話時 55 歳）と長崎市

「交流証言者」の田平由布子氏（講話時 26 歳）、そして 2020（令和 2）年度の第 6 回目には、

広島市「被爆体験伝承者」の清野久美子氏（講話時 62 歳）と、長崎市「交流証言者」の中

島麗奈氏（講話時 19 歳）をお呼びした。これらの実施された講話に対して、文字起こしに

よるプロット毎の「語り」の時間と文字数からの量的分析、また聴講者からのアンケート結

果（自由記述）からの質的分析から分析・検討した。 

さらに、こうした広島市や長崎市の活動に触発され、今やその活動は全国に広がりつつあ

るが、その代表的な事例として、東京都国立市の「くにたち原爆体験伝承者」育成プロジェ

クトを取り上げた。広島市や長崎市の事例と同じく、事業の目的や応募者の特性、育成プロ

グラムの内容とその特色などを分析するとともに、実際の講話の内容構成と量的分析、また

聴講者からのアンケート結果（自由記述）からの質的分析から分析・検討した。 

 

  

広島市「被爆体験伝承者」山岡美知子氏    長崎市「家族証言者」平田周氏 
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